
氏名 池田　安隆

学部担当科目

・自然地理学Ⅰ、Ⅱ
・地理学実習
・地理学講読調査法（三）
・地理学演習（三）
・地理学卒業研究（三）
・海外研修（一）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

 
・地形学特論Ⅲ、Ⅳ

授業科目

平　成　29　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本第四期学会，日本地震学会，日本地質学会，American Geophysical Union

第四期地殻変動，地球表層環境変動

東京大学理学系研究科博士課程，単位取得退学 1980

理学博士（東京大学）

自然地理学，第四紀学，地質学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目



共著

単著

単著

単著

共著

単著

②池田安隆：「斉一論的地
球観の誤った受容と超巨大
地震サイクル研究」

①池田安隆：　「島弧にお
ける地殻歪みの蓄積・解放
過程：超巨大地震によって
わかったことと未だ分から
ないこと」

③池田安隆：「人類と自然
災害」

④末岡　茂・池田安隆・狩
野謙一・堤　浩之・田上高
広・Kohn, B P・長谷部徳
子・田村明弘・荒井章司・
柴田健二：「低温領域の熱
年代学とthermo-kinematic
モデルに基づいた赤石山脈
北部の隆起・削剥史」

①池田安隆：「奈良は揺れ
るか？（近畿地方の活断層
と地殻変動）」

（その他）

⑤

③

招待講演

（学会発表）

2018年2月

① S. Sueoka , Y. Ikeda,
K. Kano, H. Tsutsumi, T.
Tagami, B. P. Kohn, N.
Hasebe, A. Tamura,
S. Arai, and K. Shibata:
"Uplift and denudation
history of the Akaishi
Range, a thrust
block formed by arc-arc
collision in central
Japan: Insights
from low-temperature
thermochronometry
and thermokinematic
modeling"

②

招待講演

招待講演

（学術論文）

（著書）
なし

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2017年7月

Journal of
Geophysical
Research, Vol.
122,
doi:10.1002/2017JB
014320, American
Geophysical Union

高の原カルチャーサ
ロン「奈良大学地理
学講座」

2017年10月

２０１７年第６回地
球惑星表層プロセス
セミナー，京都大学
理学部地質学教室．

新学術領域「地殻ダ
イナミクス」研究集
会，名古屋大学．

奈良地理学会冬季例
会，奈良女子大学附
属中等教育学校

JpGU-AGU Joint
Meeting 2017，千葉
幕張メッセ

2018年1月5-6日

2017年5月

2017年12月


